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第28期第1回評議員会議事録

日時：1995年1月24日17時30分～20時30分

場所：千代田区立中小企業センター

　　　　（東京都千代田区神田錦町）

出席者：五十音順，敬称略

　（評議員）朝倉正（日本気象協会），内嶋善兵衛（お

　　　　　　茶の水女子大学），沖大幹（東京大学生産

　　　　　　技術研究所），加藤央之（電力中央研究

　　　　　　所），佐藤薫（東京大学気候システム研究

　　　　　　センター），二宮洗三（気象庁），三輪洋

　　　　　　次（支部省初等中等教育局），椋尾尚司

　　　　　　（TBS報道局）（浅井富雄氏：広島大学総

　　　　　　合科学部は欠席）

　（名誉会員）礒野謙治，吉武素二

　（理事長）松野太郎

　（理事長代理）関口理郎

　（理事）礒部，大西，小倉，斉藤，里村，竹内，田

　　　　　中（博），永田，中村，新田，藤谷

　（監事）高谷（岩崎監事は欠席）

議事
1．理事長挨拶

　評議員の皆様には，お忙しい中をお集まりいただき

有難うございます．

　最近の気象学とそれに関連する技術の動向を見ます

と，社会とのつながりが強くなってきていることが特

徴です．たとえば，昨年夏の猛暑と渇水といった異常

気象の予測や，温暖化の問題などが，いままでとは違っ

た重要性をもってきています．徒来の気象学会の活動

は，どちらかというと気象庁と大学との関わりのなか

で行われてきたのですが，それを越える社会とのつな

がりも重要になってきました．

　そこで，評議員会についても気象学と関連のある仕

事をされているいろいろな分野の方から幅広くご意見

をいただけるような構成となるよう心がけた？もりで

す．日ごろ学会の運営にあたっている母集団とは違っ

た視点から，現在の学会のあり方について忌揮のない

ご意見をいただければと存じます．よろしくお願いし

ます．

2．気象学会活動の概要の説明

　庶務担当理事から組織主たる事業，会員数の動向，

財務状況などについて説明．

【朝倉評議員】B会員が少しずつ減っているのはなぜか

（松野理事）大学院生の場合，最近では集誌が身近なと

　　　ころにあるので，余計な会費を払わなくても読

　　　めるようになったことが原因ではないか．

3．評議員，名誉会員からの発言の要旨

【二宮評議員】気象集誌などを読んでいると，もう少し

　　　気象学会の活動の幅が広がっていいのではない

　　　かと思う．他の学会から孤立しているとも見え

　　　る．他の学会はエンジニアリング的色彩が強い

　　　ので，もともと枠を越えた交流があるが，気象

　　　学会もそのようなことを心がけていただきた

　　　い．

（新田理事）範囲を広げよとのご指摘には同感である．

　　　集誌は気象関連分野では唯一の英文学会誌なの

　　　で，応用的な分野で投稿があればどんどん掲載

　　　していきたい．環境問題がらみでは，地表面，

　　　植生，海洋，ピナトゥボ噴火などとの相互作用

　　　に関係した論文が増えているが，他の分野に比

　　　べるとまだ少ない．気象に関する広用分野も発

　　　展してきており，逆にこちらが取り込まれても

　　　いる．集誌ではなく，外国雑誌に投稿される例

　　　もある．間口を広げながらレベルを高めるなど，

　　　外国に流れる成果を集誌につなぎ止める努力が

　　　必要だと考えている．

（松野理事長）ポリシーとしては集誌には応用分野も含

　　　めているが，なかなか投稿がこない．

【内嶋評議員】特集号を企画して投稿を依頼してはどう

　　　か．投稿待ちでは集まらない．

（新田理事）現在，TOGA，HEIFEで特集号を企画し

　　　ている．今後も適当なテーマがあれば，適宜，

　　　特集号を企画したい．

【内嶋評議員】私は農業気象が専門であるが，農業気象

　　　の研究も最近は環境工学の分野に力点が移っ

　　　て，気象学会との関係が薄れてきた．しかし，

　　　昨年の東北での「やませに関するシンポジウム」

　　　では一緒にやらせていただいたし，昨年の旱越

　　　では気象学会との関係を再認識した．気象学は

　　　理学的で高級な学問と見ている人が多い．もう

　　　少し，農業気象などの応用分野にも興味をもっ

　　　ていただければと思う．農業気象関係でも気象

情報の利用やGIS（地理情報システム）を使う

研究が多くなってきているが，そこに気象関係

の人が入っていないのはもの足りない感じがす

る．力を貸していただきたいと思う．
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【朝倉評議員】理事の方などは自分の時間を割いてやら

　　　ねばならず，学会ほど理事使いの荒いところは

　　　ない．いつもご苦労だと思っている．私は気象

　　　協会にいるので，いろいろなところに出ていく

　　　機会が多いが，利用価値のあるものはいくらで

　　　も使われるというのが実感だ．予報は当たらな

　　　ければ使われない．外れた場合もどういう理由

　　　で外れたのかの説明が必要だ．気象情報に対す

　　　る需要の強さをひしひしと感じている．気象予

　　　報士の制度ができて，予報士になった人のなか

　　　には気象学会に興味をもつ人もいると思う．予

　　　報士の名簿を活用すれば『天気』の購読など，

　　　もっと増えるだろう．

【椋尾評議員】夏季大学を受講しようとしたときに，気

　　　象学会員には割引があると聞いたので入会し

　　　た．気象のことは何も知らないがよろしくお願

　　　いしたい．『天気』は私たちには読みづらい．も

　　　う少し易しいものがでてくればいいのだが，も

　　　ともと天気に関係したことは好きなのである

　　　が，そういう人間にも学問の最先端がわかるよ

　　　うな形で教えてほしい．ボストンのアメリカ気

　　　象学会へ行ったことがあるが，会長さんが応対

　　　してくれて，meteorologistはこのなかに何人

　　　いるかときかれた．われわれはmeteorologist

　　　というと学者のようで気がひけるが，放送局で

　　　天気番組を作っているひともあちらではmete・

　　　orologistであるらしい．放送現場のこのような

　　　人にも最新鋭の知識が伝わると具合がいいと思

　　　う．

（藤谷理事）『天気』では「気象談話室」などで易しい

　　　話の企画をしているが，面白い話を書けそうな

　　　人は多忙でなかなか原稿が出てこない．情報誌

　　　と論文誌の両方の性格があり，その辺が難しい．

　　　情報誌に徹すると気象庁の地方官署の人の研究

　　　発表の場がなくなる．気象庁の地方官署では良

　　　い調査・研究が行われているが，最近は地方で

　　　の研究成果が投稿されなくなってきた．地方の

　　　編集委員に堀り起こしをお願いしている．

【沖評議員】論文は難しいほど価値がある，という価値

　　　観はなかなかなくならないだろう．「異常気象の

　　　ぺ一ジ」などはアレンジ次第で非常に面白い記

　　　事になる可能性があるのではないか．

（藤谷理事）編集委員になるべく負担をかけないように

　　　配慮して，あまり手間ひまをかけない形で「異
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　　　常気象」などの原稿を作成してもらうように依

　　　頼しているので、難しい点もある．

【加藤評議員】電力中央研究所は全国の電力会社の共同

　　　研究機関なので，私は産業界の代表といった意

　　　味で選んでいただいたのであろうか．電力中央

　　　研究所の気象研究は，昔は電力施設周辺などの

　　　狭い地域が主であったが，最近では東アジアの

　　　気候変化に係わるようなグローバルなものや，

　　　酸性雨などについても興味をもって研究を進め

　　　ている．これらの研究は，産業界サイドでは限

　　　界があり，気象学会の先生方に協力をお願いし

　　　たり，国際的な規模の研究グループを作って研

　　　究を進めている．気象学と社会との結びつきが

　　　強まっていると思うが，それらの間の二一ズが

　　　うまくかみあった分野で，産・官・学が研究を

　　　通じて結びつきを強められればと思う．

【三輪評議員】文部省で教科調査官をやっている．私の

　　　場合，教育と気象学会の関わりということにな

　　　ると思う．ひとつには，小・中・高校で日常的

　　　に学習していくなかでの結びつきである．最近

　　　はテレビ，新聞等で伝えられる気象情報の量が

　　　増大しており，気象についての学習が盛んに

　　　なってきた．環境教育も活発だ．アメリカとの

　　　間で気象教育に係わる情報交換なども始まって

　　　いる．気象情報はかなり公開されているが，ア

　　　メダスやひまわりを学校で活用できるかどうか

　　　がひとつの課題だ．学校でも市民講師を招いて

　　　話をしてもらうことが盛んになりつつあり，こ

　　　れあたりで気象学会と関わりができるのではな

　　　いか．もうひとつは平成元年度に告示された学

　　　習指導要領の問題だ．昨年あたりから「理科離

　　　れ」が問題になっており，気象学会からは来て

　　　いないが，物理学会や化学会から指導要領につ

　　　いての要望をもらっている．学習指導要領の次

　　　の改訂に向けて，各学会で研究していただきた

　　　いと思っている．学習することによって育つ能

　　　力を考え，子どもが何を学ぶ必要があるのかの

　　　視点にたった検討が大切だ．

【佐藤評議員】気象集誌は他学会の機関誌と比べてもレ

　　　ベルが高く，外国から引用されることも多いが，

　　　外国の機関ではとっていないところが多く，こ

　　　ちらからコピーを送るなどして対応しなければ

　　　ならない．もっとネットワークを利用してアブ

　　　ストラクトを配信するなど，宣伝してほしい．

“天気”42．3．



　　一人の女性研究者としてふり返ると，10年前に

　　比べて女性の数が増え，学会の大会などに出席

　　しても居心地が良くなってきた．女性研究者が

　　実績を上げてきたこともある．そこで，女性研

　　究者の実体や問題点についてのアンケートを

　　とってみたところ，男性16，女性30の46名から

　　回答を得た．女性の学会活動につき，男女差は

　　ないと答えた人が86％，女性は不活発とした人

　　の多くも，その理由はまだ女性の数が少ないか

　　らだと考えている．参考までに2年前の『Sci－

　　ence』に掲載された女性研究者数の国際比較を

　　みていただきたい．日本とよく比較されるアメ

　　　リカも，女性研究者の比率という視点で見れば

　　ヨーロッパの約半分であり，決して多くない．

　　日本はアメリカのさらに半分である．また，ア

　　メリカでは修士，博士，大学教官と上のレベル

　　になると女性の比率がだんだん減って「shrink－

　　in喜slice」と評され，問題視されているが，日

　　本は教官になると女性はほとんどゼロで「van－

　　ishing　slice」だ．現在，学生会員のほぼ15％が

　　女性だが，20～30年後にこの人たちが助教授や

　　教授になっているかどうかだ．職業に対する満

　　足度は88％の女性が満足と答えているが，研究

　　上の不利益では30人中5人がフィールドワーク

　　　き参加させてもらいにくいなどと答えており，

　　無視できない．就職差別はよくなってきてはい

　　　るが，まだ問題がある．仕事環境では良いと悪

　　　いが半々で意見が分かれるが，不必要な超勤な

　　　ど子どもをもつ人に対する職場の無理解を訴え

　　　た人が複数ある．「性的いやがらせ」に関しては，

　　受けた人が67％，博士課程以上では85％の女性

　　　があると答えており，想像以上の高率であった．

　　　最後に言いたいことは，女性を男性と同等に

　　　扱っていってほしいという．こと．子どもをもつ

　　　共働き家庭では，男性も同様の無理解に苦しん

　　　でいる．そんな人にも思いやりのある学会で

　　　あってほしい．

（新田理事）ネットワークに関連して，確かに集誌の内
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　容は国際的にはまだまだ知られていない．いく

　　　つかの国際的なデータベースに集誌のきちんと

　　　した評価を働きかけているところだ．パソコン

　　　通信で学会BBSをやっているが，集誌につい

　　　ても毎号の目次を入れる予定でいる．ネット

　　　ワークの進展は急ピッチなので，将来的には経
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　　　費の点も考慮に入れながら，アブストラクトを

　　　ネットに入れていくことも検討したい．

【沖評議員】専門は土木で，そのなかでも河川工学を

　　　やっている．工学では設計外力を決めてからも

　　　のごとを考える．河川の場合，どういう外力，

　　　どういう量の雨が降るかがわからなければ議論

　　　のしようがない．そこで，外力の検討をしてい

　　　るうちに，気象との関係がだんだん深まってき

　　　た．昨年は評議員会で気象予報士試験を受けて

　　　みたいなどと発言したことが『天気』に出てし

　　　まい，受けざるを得なくなったが，幸いにして

　　　受かった．そこで，予報士の名簿を学会の事務

　　　局で入手してもらい，これと学会員の名簿を比

　　　較して予報士がどれくらい気象学会に入ってい

　　　るか調べてみた．余談だが，学会名簿は地区別

　　　になっていて使いにくい．全国一本の方が良い．

　　　第1回予報士試験合格者500名のうち43％が学

　　　会員であった．北海道と関西が多いのは気象関

　　　係の企業関係者が多いからか．学会に入ってい

　　　る予報士のなかでは，気象庁関係者が39％と多

　　　い，大学関係は非常に少ない．一方，気象学会

　　　の（理事，監事，各種委員などの）役員の所属

　　　を調べると，企業関係者はガクッと減り，大学

　　　や気象庁関孫が断然多い．気象学会は純粋な学

　　　問の発展に重きを置いていて，定款の「学会の

　　　目的」にも応用分野が全く入っていない．応用

　　　分野を取り込んでいくことは，言うのは簡単だ

　　　が実行は難しい．私自身，予報士試験を受ける

　　　のに『天気』が役に立ったことは一度もない．

　　　学会がそういう人も取り込もうというのなら，

　　　応用分野で活躍している人を編集委員にしてい

　　　くなどのことが必要だ．大学では民間の人にボ

　　　ランティア的活動を頼みにいくが，学会の中枢

　　　にそういう企業の人を取り込んでいくのが良

　　　い．話は変わるが，大会での研究発表の件数が

　　　多くなっており，発表時間を5分に制限するな

　　　どで対応されている．しかし，これでは5分な

　　　ら発表しやすいと思われて，また件数が増え，

　　　粗製乱造の悪循環に陥る．悪循環を断ち切るこ

　　　とが必要．

（藤谷理事）私は土木関係の学会の委員会にも関係して

　　　いる．このような会議に出ていて受ける印象で

　　　は，一般の会員からみた場合，気象学会は土木

　　　関係の学会に比べると，春秋の大会のとき以外
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　　　はあまり身近に感じられないのではないか．学

　　　会の委員会活動に気象庁の若い人を中心に多く

　　　の人が関係しているのは，学会をより身近に感

　　　じるという点からもいいことだ．また，『天気』

　　　の編集委員に民間の人を取り込むことは検討し

　　　たい．

【吉武名誉会員】特に発言することもないが，（名誉会

　　　員や理事のなかで）明治生まれは私ひとりに

　　　なってしまった．時代に取り残されたような感

　　　じがする．進歩が著しいのでいろいろ大変だが，

　　　頑張ってほしい．

【礒野名誉会員】今度の阪神淡路大震災に関して思った

　　　ことであるが，近年の科学技術，観測，測定（人

　　　工衛星，コンピュータを含む）の進歩にもかか

　　　わらず，人間の自然に関する知識が極めて不完

　　　全なものであることが一般の人びとにはっきり

　　　と認められたことは重要である．今後の自然災

　　　害に対処するためには，関東大震災などの過去

　　　の災害をも新たな視角から見直す必要がある．

　　　60年ほど前，当時の中央気象台に入った頃，昼

　　　休みなどに岡田武松先生からお話をうかがう機

　　　会が多かった．その話題は気象学とその背景ば

　　　かりでなく，関連，応用諸分野，社会的な事柄

　　　にまで及んだ．これからいろいろのことを学ん

　　　だことを，今でも感謝の念をもって思い出す．

　　　気象学会が気象学の発展を通じて社会に有意義

　　　な寄与をするためには，今後，従来にもまして

　　　関連分野，幅広い応用分野からの意見を聞き，

　　　批判を受け，気象学の内容を豊かにすることが

　　大切であろう．

（高谷監事）今度，イギリス気象学会からmeteorologi－

　　cal　ApPlicationsが刊行された．イギリス気象

　　局も編集などで協力しているようだ．日本でも

　　気象学会と気象庁が協力してアジアを巻き込ん

　　　だ出版物などを出せればいいと思う．日本化学

　　会では，主として高校の先生を対象とした『化
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　　　学教育』という雑誌を刊行して，教育現場の活

　　　動に役立つ記事を満載している．気象学会員に

　　　は現場の先生方やアマチュアの方も少なくない

　　　ことを考えると，『天気』にこのような方がたを

　　　対象とした分かりやすい記事を恒常的に掲載し

　　　ていく必要がある．気象談話室はそのような場

　　　であるはずだが，最近，参考文献付きでレベル

　　　の高いものがいくつかあった．編集担当者の強

　　　力なリードで，各欄の主旨を貫く必要がある．

【吉武名誉会員】（『天気』なども）案外，外部の人に採

　　　算べ一スで作らせた方がいいものができるかも

　　　知れない．

【佐藤評議員】京大の研究室にいたころ，セミナーなど

　　　で理解が難しいことがあると黒板に図を書いて

　　　説明したりした．そんなものをまとめれが，「絵

　　　とき気象学の本」ができるのではないかと冗談

　　　まじりに言っていた．そういうものを『天気』

　　　で紹介するのも面白いのではないか．

（藤谷理事）今度『天気』に「情報の広場」という欄を

　　　新設した．熱帯でマラリアに対処する方法など，

　　　従来は掲載しにくかった話題を紹介していく．

　　　しかし，どんな欄を作っても，書いてもらわな

　　　いとどうしようもない．最終的には会員一人ひ

　　　とりが自覚して学会機関誌を盛り上げていただ

　　　くことに行き着く．

（大西理事）長時間のご意見，有難うございました．佐

　　　藤さんの女性研究者に関するアンケートは，整

　　　理されたうえで『天気』に投稿していただける

　　　予定ですし，沖さんの気象予報士についての調

　　　査結果はこのまま『天気』に掲載させていただ

　　　きたいと思います．

（関口理事長代理）きょうは良いご意見をたくさんいた

　　　だき有難うございました．これらを理事会や常

　　任理事会で実行していきたいと思います．来年

　　　の評議員会でおしかりを受けないようにしたい

　　　と思います．長時間有難うございました．
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